
児童生徒・保護者のみなさま

いじめ防止強化リーフレット

日光市立湯西川小中学校

 



いじめのない、湯西川小中にしよう

こんなことが身近におきてませんか？
悪口や中傷・からかい
言葉によるいじめ。直接、本人にだけでなく、周囲にも言いふらす。
最近はネットで書き込まれたり、悪質な画像を掲載する場合もある。

たたかれたり、暴力をふるわれる
けんかと異なり、一方的に暴力をふるわれたり、たたかれる場合もいじめとなります。
最初はふざけているだけとか、からかっているだけ、というのが特徴です。

集団で無視・仲間はずれ
集団で意図して話しかけなかったり、給食を一人だけ配られないなど。自分もやらない
と「次は自分もやられる」と気がついたら集団化する傾向も特徴です。

物をこわされる・隠される
筆箱を隠されたり、ノートを破られたり、落書きされている。それを誰がやったかわか
らないなど、陰湿ないじめとなります。

脅されたり、金品を取られる
万引きをさせたり、親のお金を盗ませるなど、いじめだけでなく自分の利益のための理
由もあります。また嫌なことを強要し、みんなの前で恥をかかせることもいじめになり
ます。

いじめを受けている・している子供の変化
いじめを受けている？

日常生活で 友人関係で
・夜更かしが増え、寝起きがわるくなった ・親しかった友人と遊ばなくなった
・登校時間になると不調を訴える ・携帯や電話にでたがらない
・学校のことを話さなくなる ・携帯の着信やメールにおびえる・無視
・衣服の汚れや破れが目立つようになった ・遊びの中で笑われたり、命令される
・理由がわからない怪我やアザがある ・学校や友達の話題が減った

持ち物で 家庭関係で
・持ち物がなくなったり、壊されたるする ・自分の部屋に閉じこもる時間が増えた
・教科書やノートに落書き、破られる ・イライラして物にあたる
・必要以上の小遣いを要求するようになる ・家族との会話がめっきり減った
・家から金品や物が持ち出される ・転校や退部の話題がでるようになった
・買った覚えのないものを持っている ・スマホや携帯をいつも気にしている

いじめをしている？

・小遣い以上のお金を持っている
・小遣いでは買えないものを持っている
・言葉遣いが悪くなる
・家族に暴力をふるうようになった
・家族との会話が減った
・表情が険しくなった
・金遣いが荒く、服装が派手になった
・刃物に興味を持つようになった



いじめに気がついたら
話をじっくり聞いて、子供の気持ちに共感しましょう
・子供にとってのよき相談相手となり、気持ちを受け入れてあげましょう
・様子がおかしくても、問い詰めたり、結論を急がないようにしましょう
・家族の一員として、必ず守り抜くことを真剣に伝えましょう
↓ ↓

学校に相談する 関係機関に相談する
・まずは担任の先生に相談しましょう 専門の電話相談等に相談することもでき
・いじめと認知される場合は、早急にいじ ます
め対策委員会を立ち上げ対応します ・いじめ相談さわやかテレフォン

・湯西川小中学校 0288-９８-0００９ 【子ども専用】028-665-9999
・家庭教育ホットライン
【保護者専用】028-665-7867
・ネットトラブル相談県警本部
【相談室】 028-637-9110

いじめ防止の取り組み
湯西川小中学校では、いじめの未然防止・早期発見を心がけ、様々な取り組みを行ってい
ます。もちろんこれで、いじめがすべて防げるわけではありません。みなさん自身のここ
ろがけ、保護者の方のご協力、職員の迅速な対応が不可欠です。これからもいじめ防止に
必要なことは何なのか、みなさん自身で考えることが大切です。

（１）未然防止のための取り組み
児童生徒会活動
・いじめ０（ゼロ）運動、全校への定期的な呼びかけ
・朝のあいさつ運動
・生活目標の話し合い、学級掲示

生徒指導部
・いじめ・悩みアンケート毎月実施（学級担任→生徒指導主事→管理職）
・いじめ事実確認結果報告（学期末に市教委報告）
・中学校部会において各学年の生徒の様子を共通理解

学校行事等
・hyper-QU（２回実施）
・人権教育（現職教育）
・教育相談２回実施
・三者懇談
・学校評議委員員会による保護者啓発
・学級活動の充実


